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（１）研究の背景

１）文部科学省が継続的に収集する統計情報

２）EBPM（Evidence Based Public Management）の重要性の高まり

→統計情報の重要度の高まり

３）大学における工学教育に関する政策

→データサイエンス教育の充実、理工系学部の増設等

（２）研究の目的

１）政府統計の現状を把握すること

２）現状から見える課題について批判的な検討を行うこと

３）課題に対する解決策を提示すること

1.1 研究の背景と目的
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（１）学校基本調査とは

１）学校に関する基本的事項を調査し，学校教育行政上の

基礎資料を得ること（目的）。

２）文部科学省によって毎年度調査が実施。

３）大学をはじめとする高等教育機関も対象。

４）調査結果はウェブ上に公開。

（２）学校基本調査から見る日本の工学教育の概要（令和5年度）

１）工学の学生数：389,912名（14.6％）

２）工学で学部卒後に製造業に就職する割合：12,295名/49,227名（24.9％）

（製造業就職者数/就職者数）

1.2 学校基本調査における工学教育

2024/9/5 日本工学教育協会＠九州大学 3



（１）学科系統分類とは

１）学校基本調査の集計の際に用いる資料（コード表）

２）専門分野の大分類、中分類、小分類の対応関係を提示

３）大分類、中分類は文部科学省が設定した「専門分野」

→大分類の一つに「工学」が設定

→大分類「工学」の下の中分類は表１に記載

４）小分類は、大学の「学科名」

（２）大分類「工学」の状況

1.3 学科系統分類と専門分野

2024/9/5 日本工学教育協会＠九州大学 4

表1 学科系統分類の状況

大分類 中分類

工学 機械工学、電気通信工学、土木建築工学、応用化学、応用理学、原
子力工学、鉱山学、金属工学、繊維工学、船舶工学、航空工学、経
営工学、工芸学、その他
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1.3 学科系統分類と専門分野



（１）収集の単位と集計方法

１）集計の単位は「学科」レベル

２）各学科に対して、専門分野の割り振り

→「機械工学科」の専門は「工学（大分類）」の「機械工学（中分類）」

３）各学科の学生数、卒業者数、進路状況等を記載

→個人単位での情報収集ではない点に留意（次頁参照）

（２）学科に対応する専門分野の選択

１）「学科系統の分類方法は，基本的に大学の申請に基づき文科省

が決定する」（文部科学省回答）

２）その詳細については不明

1.4 学校基本調査の集計方法
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1.3 学校基本調査の集計方法

2024/9/5 日本工学教育協会＠九州大学 7

https://www.mext.go.jp/content/20240322-mxt_chousa01-000034363_16.pdf（2024年8月27日参照）

学科に対応する専門分野の
コードを記載

学科の学生数を記述



（１）「（工学）その他」の学生数

１）学生数は激増

２）学科名称の多様化と激増

2.1 学科系統分類における「（工学）その他」の推移
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1983年 2023年

「工学」全体学生数 338,990名 383,912名

「その他」学生数 14,524名 115,491名

「その他」学生割合 4.3% 30.1%

1983年 2023年

学科名数 33 389



（１）規制緩和の前の状況：1990年以前
１）学問分野の名称を媒介にして、学部の名称と学士号の

名称は同一であることが原則であった（吉田 2018，p156）。

（２）規制緩和後の状況：1990年以降
１）環境、国際、情報等を利用した学部名の増加

２）漢字4字やカタカナを使用した学部名の増加
３）新たな学問の大学への参入

→医療系、福祉系、服飾系等
４）学部名の多様化と呼応して学科名も多様化

2.2 「その他」が増加した背景：政策的背景
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（１）学科系統分類とは

2.3 「その他」が増加した経緯①

2024/9/5 日本工学教育協会＠九州大学 10

1983年
以前

1984年
～1993年

1994年
～2003年

2004年
～2013年

2014年
～2023年

学校基本調査掲載数 33 43 100 122 91
学校名が特定できた数 30 41 92 115 90

大学の
設置形態

国立 22 27 43 28 42
公立 0 3 4 12 8
私立 8 11 45 75 40

学部名

工学部 16 26 55 53 35
工学部

以外
14 13 37 62 55

表１ 「（工学）その他」における新規学科名（実数）



（１）学科系統分類とは

2.3 「その他」が増加した経緯②
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1983年
以前

1984年
～1993年

1994年
～2003年

2004年
～2013年

2014年
～2023年

学校基本調査掲載数 33 43 100 122 91
学校名が特定できた数 30 41 92 115 90

大学の
設置形態

国立 73.3% 65.9% 46.7% 24.3% 46.7%
公立 0.0% 7.3% 4.3% 10.4% 8.9%
私立 26.7% 26.8% 48.9% 65.2% 44.4%

学部名

工学部 53.3% 63.4% 59.8% 46.1% 38.9%
工学部
以外

46.7% 31.7% 40.2% 53.9% 61.1%

表2 「（工学）その他」における新規学科名（割合）



（２）学科系統分類とは

2.4 「その他」の学科名の推移
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表3 新規学科名の中で高頻度で出現した語
1983年まで 1984年～1993年 1994年～2003年 2004年～2013年 2014年～2023年
工学 25 工学 33 工学 66 工学 51 工学 49
設計 5 材料 8 システム 21 環境 27 情報 13
課程 4 生物 8 環境 17 システム 19 環境 12
海洋 4 システム 6 情報 15 デザイン 15 デザイン 10
環境 4 機能 6 デザイン 10 科学 13 システム 9
システム 3 応用 5 生命 9 情報 12 化学 9
画像 3 生産 5 科学 8 生命 12 生命 9
エネルギー 2 デザイン 4 基礎 7 化学 7 科学 8
応用 2 医用 3 地球 7 課程 5 社会 7
開発 2 化学 3 物質 7 機能 5 課程 6
基礎 2 開発 3 応用 6 生体 5 機械 6
工業 2 情報 3 福祉 5 理 5 理 6
材料 2 素材 3 マテリアル 4 エネルギー 4 基盤 5
生物 2 コンピューター 2 光 4 ロボット 4 エネルギー 4
土木 2 加工 2 社会 4 応用 4 医療 4

科学 2 人間 4 建築 4 電気 4
課程 2 生物 4 人間 4 物理 4
海洋 2 エネルギー 3 総合 4
光 2 メディア 3 電子 4
生体 2 材料 3
物性 2 生体 3
分子 2 先端 3



2.5 「その他」の学科名の今：レイトスペシャライゼーション
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大学名 年度 概要

鹿児島大学
工学部

2020年 工学部（機械工学科、電気電子工学科、建築学科、環境化学プロセス工学科、海洋土木工
学科、情報生体システム工学科、化学生命工学科）を、先進工学科、建築学科に改組

宇都宮大学
工学部

2019年 工学部の全学科（機械システム工学科、電気電子工学科、応用化学科、情報工学科）を改
組し、基盤工学科を設置

千葉大学
工学部

2017年 工学部の全学科（建築学科、都市環境システム学科、デザイン学科、機械工学科、メディカ
ルシステム工学科、電気電子工学科、ナノサイエンス学科、共生応用化学科、画像科学科、
情報画像学科）を改組し、総合工学科を設置

大分大学
理工学部

2017年 工学部を改組し、理工学部を設置（共創理工学、創生工学科）

北見工業大学
工学部

2017年 工学部（機械工学科、社会環境工学科、電気電子工学科、情報システム工学科、バイオ環
境化学科、マテリアル工学科）を改組し、地球環境工学科、地域未来デザイン工学科を設置

工学部 機械系学科

電気系学科

土木建築系学科

応用化学系学科

・・・

工学部 総合系学科①

総合系学科②

従来の学科構成 昨今の学科構成



2.6 査読コメントへの回答①
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査読コメント

②「その他」にある例えば「知能生産システム工学」「生産加工工学」は
中分類の「機械工学関係」に属して良いと思いますが，何故に「その他」

の分類になっているのか．



2.6 査読コメントへの対応①
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環境システム工学科

知能生産システム工学科

電気システム工学科

数理情報システム工学科

物質生命化学科

熊本大学工学部

材料開発工学科

機械工学科

土木環境学工学科

建築学科

電気情報工学科

応用化学科

熊本大学工学部

1995年まで 1996年以降

知能生産システム工学科：機械工学では？
→材料科学と機械工学を学べる学科
→材料開発工学科：「応用化学（中分類）」に分類

熊本大学の事例



2.6 査読コメントへの対応①
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環境システム工学科

知能生産システム工学科

電気システム工学科

数理情報システム工学科

物質生命化学科

熊本大学工学部

材料開発工学科

機械工学科

土木環境学工学科

建築学科

電気情報工学科

応用化学科

熊本大学工学部

1995年まで 1996年以降

https://www.mech.kumamoto-u.ac.jp/files/tebiki2005op.pdf
（2024年8月27日確認）



2.6 「その他」の誕生メカニズム③：2003年～2013年
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大阪大学工学部
生産加工工学科

1986年まで 1987年以降

生産加工工学科：機械工学では？
→溶接工学科：「電気通信工学」に分類
→生産加工工学科の講座の概要
加工基礎学、融体加工学、固相加工学、加工
設計学、生産加工プロセス・機器工学、生産加
工システム工学、材料構造強度学、信頼性評
価工学

→材料科学と機械工学の統合？？？

大阪大学の事例

大阪大学工学部
溶接工学科

大阪大学工学部
応用理工学科

1997年以降



（１）理工系学部・学科の拡大政策

１）成長分野をけん引する大学・高専の機能強化支援

２）学部再編等による理工系学部の増設

３）背景としての理工系人材の「不足」

４）成長産業としてのデジタル・グリーン等

（２）想定される状況

１）新設される学部・学科の学科系統分類への対応可能性

２）多くの学部・学科が「その他」に分類

３）「その他」学科の就職状況の検討は？

→政策の効果検証の必要性は？

2.7 今後生じうる問題
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2.5 今後生じうる問題
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大学 学部・学科名 大学 学部・学科名

旭川市立大学 地域創造学部 北海道科学大学 情報科学部情報科学科

横浜市立大学 新データサイエンス学部 青森大学
ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学科

富山県立大学 情報工学部 八戸工業大学
工学部グリーン科学技術学
科、社会創造学科、情報デ
ザイン学科

福井県立大学 恐竜学部恐竜・地質学科 東日本国際大学
デジタル創造学部
デジタル創造学科

長野大学 環境・情報科学部 共愛学園前橋国際大学
デジタル・グリーン学部
デジタル・グリーン学科

名古屋市立大学 理学部理学科 城西大学 理学部情報数理学科

福山市立大学 情報工学部情報工学科 東都大学 農学部農業生産学科

下関市立大学
データサイエンス学部
データサイエンス学科 敬愛大学

国際学部
情報・データサイエンス学科

山口県立大学
国際文化学部
情報社会学科

千葉工業大学
情報変革科学部（情報工学科、
認知情報科学科、高度応用情
報科学科）

表4 令和5年度に理工系学部・学科の新設支援対象校



（１）専門分野分類について整理

１）「その他（中分類）」の解釈が不可能

２）専門分野分類の再編の可能性

→その分類は戦後大きな変革は無し
３）新しい専門分野への対応

→例えば、「データ・サイエンス」は分類上「その他」

（２）集計の単位の変更

１）「学科単位」から「専攻・コース単位」の集計

→専門分野に対応しうる単位での集計の実施
２）「学科単位」から「個人単位」の集計

→個人情報となるため劇的な変容は困難
→特に必要なものについては別集計で実施

3.1 考えられる解決策
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（１）海外の事例調査の必要性

１）米国の教育プログラムの分類コード（CIP）研究
→学校基本調査における集計法の限界（藤原 2017）
→国際比較から見る「その他」（串本 2024）
２）比較軸を設定するための海外調査の必要性

（２）政府の統計法の理念と限界について

１）政府が収集する統計に対する理念の把握

→個人レベルでの情報収集の必要性
２）政府が必要とする情報、収集可能な情報の精査

→政府統計に基づくEBPMの可能性と限界

3.2 今後の課題
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